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(0)

【特】
 海づくり大会を契機と
 した水産物消費拡大
 事業

　意欲ある漁業の担い手を確保・育成するため、漁業
学校の研修生や新規就業者に対し給付金を交付する
とともに、人材育成に向けた研修等を実施する。
　・研修修了後に独立経営を開始する漁船漁業者の
船舶等購入への助成(5名)
　　　補 助 率　2/3（県1/3　市町村1/3）
　　　限 度 額　300万円
　　　対象期間　研修中から修了後5年以内
　　　　　　　　　（1年以内→5年以内に延長）
【新】中核的漁業者による付加価値向上等に向けた取
組への支援　など

　養殖魚の生産体制の強化を図るため、産官学連携
による新たな飼料の導入実証等に取り組む。
　・企業等との連携による蒲江加工センターから排出
される養殖ブリの加工残渣を原料とした低コスト飼料
の導入実証　など

【特】
 環境変化対応型養殖
 推進事業

　環境変化に対応した持続可能な養殖業への転換を
図るため、スマート技術を活用した生け簀の長期沈下
状態での養殖手法の実証等に取り組む。

(0)

 漁業担い手総合対策
 事業

26,011

(24,333)

28,000

【特】
 養殖魚生産力強化事
 業

17,780

 水産振興課

 水産振興課

(0)

38,500

(24,559)

 漁業取締船代船建造
 事業

432,330

(8,000)

 農林水産物輸出需要
 開拓事業

40,791

広戸さん投稿

　全国豊かな海づくり大会を契機とした県産水産物の
消費拡大を図るため、県民の水産業への関心の高ま
りを次世代へ継承する取組を実施するとともに、新た
な販路開拓に向けた取組等を支援する。
　・県内小中学校等の給食への県産魚の提供
　・小中学生を対象とした「海づくり教室」の開催
　・大会ロゴマークを活用した県産水産物消費拡大
　キャンペーンの実施　など

　海外の市場を取り込み農林水産業者の所得向上を
図るため、ブランド大分輸出促進協議会等が行う輸出
拡大の取組を支援する。
【新】養殖ブリのフィレやロインなど高次加工品の販促

 おおいた
 ブランド
 推進課

　秩序の維持と漁業関係法令違反の抑止を図るた
め、漁業取締船「あさかぜ」の代船建造を行う。
　〔債務負担行為　６４４,１３１千円〕

 漁業管理課

農林水産業費５０３億円

令和７年度県当初予算案

所管課

　ブランドおおいた輸出促進協議会水産部

会（会長：大屋寛県農林水産部審議監）は、

シンガポールでの販路を開拓するため、現地

のシェフや水産物バイヤーを対象にセミナー

を開催した。

　県漁協も参加し、かぼすブリについて講演

し、試食・求評を行った。評価は高く、今後の

取引が期待される。【▽２面に詳細】

販促セミナー開催

事　　業　　名
７年度当初予算案

（1）

２　面

発行元
大分県漁協

http://www.jf-oita.or.jp/

175号

2025年
03月

４　面

理事会等

佐
藤
樹
一
郎
知
事

ロ
ゴ
マ
ー
ク
活
用
へ

を
創
造
で
き
る
大
分
県
づ
く
り
を
進

め
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
農
林
水
産
業
費
は
、
「自

ら
考
え
・動
き
・み
ん
な
で
実
現
す

る
元
気
な
農
林
水
産
業
」の
実
現
に

向
け
５
０
３
億
円
を
計
上
し
た
。

水
産
業
に
係
る
具
体
的
な
事
業
は

表
の
と
お
り
。

 水産振興課

販促セミナー

(６年度当初予算案)

ＪＦ大分

３　面

シンガポールで

パートナー認定

県
は
１
０
日
、
令
和
７
年
度
の
当

初
予
算
案
を
公
表
し
た
。

総
額
は
７
０
２
６
億
円
余
と
昨
対

１
・９
％
増
、
新
長
期
計
画
を
反
映

し
た
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
る
。
「共

生
社
会
お
お
い
た
」「選
ば
れ
る
お
お

い
た
」の
実
現
に
向
け
、
誰
も
が
安

心
し
て
元
気
に
活
躍
で
き
る
大
分

県
、
知
恵
と
努
力
が
報
わ
れ
未
来

事　業　の　概　要

 漁業管理課

かぼす魚販促

サワラ協議会

５　面

水研だより

全海水シンポ

６　面

各賞受賞等

シンガポールで
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 販促セミナー開催

水
産
部
会
は
、
現
地
在
住
の
新
市
場
開
拓
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

天
野
礼
子
氏
に
委
託
し
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
水
産
物
の
販

路
開
拓
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
１
２
日
に
現
地

で
水
産
物
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。
会
員
で
あ
る
県
漁
協
が

「か
ぼ
す
ブ
リ
」、
金
子
産
業
が
「養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
」に
つ
い
て

紹
介
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
シ
ェ
フ
や
水
産
物
バ
イ
ヤ
ー
ら
９
名

が
聴
講
。
刺
身
等
を
試
食
し
て
い
た
だ
き
評
価
を
聴
い
た
。

か
ぼ
す
ブ
リ
は
刺
身
と
り
ゅ
う
き
ゅ
う
で
提
供
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「柑
橘
の
味
が
実
際
に
す
る
」、
「と
て
も
食
べ
や

す
い
ブ
リ
だ
」、
「り
ゅ
う
き
ゅ
う
の
食
べ
方
は
と
て
も
よ
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
聴
か
れ
た
。
県
漁
協
か
ら
は
「加
熱
す
る
と

さ
ら
に
柑
橘
の
香
り
が
す
る
こ
と
」等
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
に
先
立
つ
１
１
日
、
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ェ
ア
を
開
催
す

る
「ト
リ
オ
」を
表
敬
訪
問
し
、
打
合
せ
を
行
っ
た
。
１
７
日
か

ら
２
週
間
程
度
、
か
ぼ
す
ブ
リ
は
刺
身
や
寿
司
、
一
部
は
グ

リ
ル
で
、
ハ
モ
は
揚
げ
物
で
提
供
す
る
予
定
。
シ
ェ
フ
は
愛
媛
の

み
か
ん
鯛
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
り
、
か
ぼ
す
ブ
リ
を
使
う

の
が
楽
し
み
と
の
こ
と
。
ま
た
、
骨
切
り
な
ど
ハ
モ
の
扱
い
に
も

慣
れ
て
い
る
。

１
２
日
に
は
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
の
三
越
伊
勢
丹
を
視
察
し
、
日

本
産
水
産
物
等
の
状
況
を
調
査
し
た
。
現
地
で
は
サ
ー
モ
ン

かぼすブリ・刺身

かぼすブリ・りゅうきゅう

かぼすブリについて講演する高橋部長 金子産業は養殖クロマグロを説明

レストランフェアを開催予定の「トリオ」

三越伊勢丹で市場調査、サーモン中心の棚に兵殖のブリも

試食してもらい評価を聴く

の
人
気
が
高
く
売
り
場
は
サ
ー
モ
ン
中
心
だ
っ
た
が
、
兵
殖
の
養
殖
ブ
リ

も
販
売
さ
れ
て
い
た
。
兵
殖
に
よ
れ
ば
、
か
な
り
以
前
に
Ｐ
Ｒ
販
促
を
実

施
し
て
以
来
継
続
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
価
格
は
２
切
れ
で
１

４
・８
ド
ル
（約
１
６
０
０
円
）と
高
額
だ
。

今
回
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
訪
問
を
通
し
て
シ
ェ
フ
や
バ
イ
ヤ
ー
の
日
本
産
食

材
に
対
す
る
関
心
は
高
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
県
の
担
当
者
は
「産
地
ツ

ア
ー
の
企
画
な
ど
、
実
際
に
現
場
を
み
て
も
ら
う
こ
と
で
大
分
県
産
品
を

選
ん
で
も
ら
う
よ
う
な
仕
掛
け
が
必
要
」と
し
、
さ
っ
そ
く
１
８
日
に
関
係

者
を
招
聘
。
２
０
日
ま
で
の
３
日
間
、
天
野
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
バ
イ
ヤ
ー
、

シ
ェ
フ
に
県
漁
協
の
ハ
モ
や
ブ
リ
の
加
工
場
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
や
ブ
リ
の
養
殖
場

を
視
察
し
て
い
た
だ
い
た
。
今
後
の
取
引
が
期
待
さ
れ
る
。

（2）

シンガポールで
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（新潟県等４４店舗）

株式会社
　　　ウオロクＨ

株式会社
　　　ベルク

（埼玉県等１３６店舗）

カボス養魚の販促進む！

（3）

山口代表取締役（右）と佐藤知事

８
〜

２
８
日

パ
ー
ト
ナ
ー
量
販
店

「
ベ
ル
ク

」

で

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」
を
Ｐ
Ｒ

１
１
日

、
下
関
ふ
く
の
日
に

「
か
ぼ
す
フ
グ
・
ヒ
ラ
メ

」
試
食

Ｐ
Ｒ

１
２
〜

１
８
日

、
高
島
屋
新
宿
店

で
県
産
品
Ｐ
Ｒ
フ
ェ
ア

海
洋
科
学
高
生
が

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」
解
体
シ
ョ
ー

株式会社
　　　オギノ
（山梨県等４１店舗）

４年認定

５年認定

（東京都等２７店舗、海外５店舗）

（国内・天丼てんや１４５店舗、
天ぷらてんや３店舗
海外・天丼てんや３２店舗）

ロイヤルフードサービス
（天丼てんや）

梅丘寿司の
美登利総本店

３年認定

　県は、おおいたの魚パー

トナーシップ飲食店に㈱

イートファクトリーホールディ

ングス（大阪市北区天神

橋）を認定した。佐藤知事

は１８日、県庁に山口功代

表取締役を招き認定証を

贈呈した。

おおいたの魚パートナーシップ店

　県は、県産の水産物の販売促進に協力的な量販店や飲
食店を認定し、認知度向上や消費拡大を図っている。

２年認定

１
７
日

、
京
都
市
中
央
市
場

で

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」
料
理
教
室

１
８
日

、
京
都
市
内
の
量
販
店

数
十
店
舗
で

「
か
ぼ
す
ブ
リ

」

を
Ｐ
Ｒ
販
売

  同社は関西圏を中心に「屋台居酒屋大阪満マル」、すしや

「コトブキツカサ」など飲食事業を基幹に展開している。大阪満

マルは国内６１店舗、海外４店舗（ベトナム、フィリピン）に及び、

大分市でも大分中央町店を営業している。平成２７、２８年に「か

ぼすブリ」がメニューに取り入れられ、令和２年１１月～３年３月に

は関西約４５店舗と大分店で、現在も昨年１１月から関西約３０店

舗と大分店で「かぼすブリフェア」が開催されている。

  認定を受けた山口代表取締役は「名誉あるパートナーに選ば

れた。かぼすブリはお客様から高く評価されている。今後もより

一層取り扱いたい」と謝意を表した。佐藤知事は「大分を代表

するブランド魚であり、ご利用に感謝する。良きパートナーとして

今後もご愛顧を宜しくお願いしたい」と期待を示した。

  これまで県が認定したパートナーシップ店は

量販店が３社、今回で飲食店も３社となった。

イートファクトリー
ホールディングス
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事
業
承
継
者
の
選
定
等
を
決
定

を
選
定
し
た
。

第
２
号
機
案
「漁
船
リ
ー
ス
事
業

取
下
げ
後
の
再
申
込
み
者
の
取
扱
い

に
つ
い
て
」で
は
、
操
業
中
の
事
故
で

事
業
を
断
念
し
た
者
が
再
度
申
請

す
る
こ
と
を
認
め
た
。

第
３
号
機
案
「漁
船
リ
ー
ス
事
業

借
受
者
申
込
資
格
内
規
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
」で
は
、
借
受
者
の
倒
産

が
２
件
続
い
た
た
め
、
漁
業
共
済
へ
の

加
入
と
直
近
に
債
務
超
過
で
な
い
こ

と
を
条
項
に
加
え
た
。

第
１
０
回
理
事
会
終
了
後
、
一
般

社
団
法
人
大
分
県
漁
船
リ
ー
ス
協

会
（中
根
隆
文
会
長
）の
第
２
回
理

事
会
が
あ
っ
た
。

第
１
号
機
案
「破
産
手
続
開
始
に

伴
う
事
業
承
継
者
の
選
定
に
つ
い
て
」

で
は
、
リ
ー
ス
漁
船
の
借
主
（使
用

者
）が
破
産
手
続
き
を
開
始
し
た
こ

と
に
伴
い
承
継
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

資
格
要
件
を
満
た
す
２
者
か
ら
応

募
が
あ
っ
た
た
め
、
収
支
状
況
や
共

販
利
用
等
を
勘
案
し
、
事
業
承
継
者

サ
ワ
ラ
瀬
戸
内
海
系
群

資
源
管
理
漁
業
者
協
議
会

令
和
６
年
度
第
２
回

目標管理基準値案 限界管理基準値案 禁漁水準案

た
九
州
信
漁
連
と
の
守
秘
義
務
契

約
を
了
承
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
理
事
会
で
は
、
監
査

を
依
頼
し
て
い
る
監
査
法
人
北
三
会

計
社
か
ら
、
令
和
５
年
度
決
算
処
理

を
踏
ま
え
た
６
年
度
決
算
処
理
の
方

向
性
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、
役
員

で
共
有
し
た
。

１
８
日
、
第
１
０
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

第
１
号
議
案
「組
合
員
の
異
動
に
つ

い
て
」で
は
、
准
組
合
員
へ
の
新
規
加

入
１
１
人
、
譲
渡
加
入
３
人
、
相
続

加
入
１
人
及
び
准
組
合
員
か
ら
正

組
合
員
へ
の
資
格
変
更
４
人
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

協
議
・報
告
事
項
で
は
、
①
余
裕

金
の
運
用
状
況
、
②
令
和
６
年
度
上

半
期
監
事
監
査
の
指
摘
事
項
に
つ
い

て
及
び
③
信
用
事
業
譲
渡
に
向
け

現行の資源管理措置を継続へ
２
５
日
、
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
で

「本
年
度
の
第
２
回
協
議
会
」が
開
催

さ
れ
た
。

冒
頭
、
主
催
者
で
あ
る
全
漁
連
の

田
中
参
事
は
「５
年
の
漁
獲
量
は
過

去
最
低
値
の
１
０
倍
に
増
え
た
が
、

最
近
５
か
年
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

こ
れ
ま
で
続
け
て
き
た
広
域
管
理
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
資
源
の
公
平

な
分
配
に
移
行
し
て
い
き
た
い
。
会

の
持
ち
方
に
つ
い
て
も
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
」と
挨

拶
。
水
産
庁
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整

事
務
所
の
金
子
所
長
は
「国
の
説
明

を
踏
ま
え
、
３
月
４
日
の
広
調
委
に

向
け
議
論
し
た
い
」と
述
べ
た
。

１２,９００トン ５,７００トン ９００トン

ＭＳＹを実現する
親魚量（ＳＢｍｓｙ）

ＭＳＹの60％の漁獲量
が得られる親魚量

ＭＳＹの10％の漁獲量
が得られる親魚量

令
和
６
年
度
決
算
処
理
の
方
向
性
を
共
有

第
１
０
回
理
事
会
を
開
催

第
３
回
Ｊ
Ｆ
マ
リ
ン
バ
ン
ク
大
分
県
会
議

大
口
不
良
債
権
回
収
の
実
績
を
了
承

第
１
０
回
理
事
会
に
先
立
ち
、
農

林
中
央
金
庫
福
岡
支
店
主
催
の
大

分
県
会
議
が
あ
り
、
理
事
が
出
席
し

た
。大

口
不
良
債
権
２
０
先
の
回
収
実

績
、
今
後
の
方
針
等
に
つ
い
て
報
告

議
事
１
は
、
令
和
６
年
度
秋
漁
の

操
業
状
況
及
び
資
源
評
価
の
報
告

等
で
、
ま
ず
各
府
県
委
員
か
ら
「秋

漁
の
操
業
状
況
」を
報
告
し
た
。
本

県
も
含
め
、
前
年
に
比
べ
て
減
少
し

た
県
が
多
い
。
次
い
で
水
産
庁
か
ら

「広
域
資
源
管
理
の
実
施
状
況
等
」、

水
研
機
構
か
ら
「資
源
評
価
」に
つ
い

て
説
明
が
あ
っ
た
。
（結
果
は
表
の
と

お
り
）

こ
れ
を
踏
ま
え
、
議
事
２
で
は
令

和
７
年
度
の
資
源
管
理
措
置
は
現

行
の
と
お
り
と
し
、
８
年
度
以
降
は

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
会
合
や
最
新
の

資
源
評
価
を
踏
ま
え
て
検
討
を
進

め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
３
月
４
日

開
催
の
瀬
戸
内
海
広
域
漁
業
調
整

委
員
会
で
委
員
会
指
示
の
発
出
が

決
ま
る
。

議
事
３
で
は
、
本
協
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
示

さ
れ
、
事
務
局
は
水
産
庁
瀬
戸
内

海
漁
業
調
整
事
務
所
、
委
員
に
は
行

政
も
含
め
る
、
資
源
管
理
の
担
保
と

し
て
委
員
会
指
示
は
必
要
と
の
意
見

が
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｓ
Ｈ
会
合

等
で
の
議
論
を
経
て
方
向
性
を
示

す
こ
こ
と
な
っ
た
。

2022年の親魚量 ＭＳＹ 2021年の漁獲量

３,５００トン ５,６００トン ２,３００トン

- 最大維持生産量 -

が
あ
り
、
状
況
を
了
承
し
た
。
ま

た
、
信
用
事
業
譲
渡
に
向
け
た
取
組

に
つ
い
て
も
認
識
を
共
有
し
た
。

今
後
は
、
加
工
セ
ン
タ
ー
の
稼
働

状
況
や
増
資
実
績
の
見
え
る
化
も

必
要
と
な
る
。

県
漁
船
リ
ー
ス
協
会
第
２
回
理
事
会
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１
月
２
８
日
、
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
お
い
て
恒
例
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら
４
３
０
名
、
本
県
か
ら
は
渡
邉
会

長
等
２
４
名
が
参
加
し
た
。

魚
類
養
殖
業
の
窮
状
打
開
に
向
け
た
生
産
者
間
の
共
通
認
識
の

確
立
と
養
殖
技
術
の
向
上
が
目
的
。
養
殖
業
者
が
未
来
を
描
く
た

め
、
長
崎
大
学
の
征
矢
野
満
教
授
が
「養
殖
の
未
来
を
考
え
る
⍖
総

合
海
洋
産
業
と
し
て
の
養
殖
業
⍖
」、
愛
媛
県
の
渡
邉
昭
生
セ
ン
タ

ー
長
が
「愛
媛
県

水
産
養
殖
研
究
セ

ン
タ
ー
に
お
け
る

試
験
研
究
の
現
状

と
種
苗
生
産
・育

種
の
事
例
」と
題

し
て
講
演
を
行
っ

た
。水

産
庁
栽
培
養

殖
課
か
ら
は
「養

殖
業
成
長
産
業
化

の
推
進
」に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
が
、

出
席
者
か
ら
は

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
や
積
立
ぷ
ら
す

の
見
直
し
・縮
小
に

対
す
る
厳
し
い
意

見
と
要
望
が
あ

が
っ
た
。

次
回
は
熊
本
県

で
開
催
さ
れ
る
。

〜
養
殖
業
界
激
動
の
時
代
を
迎
え
て
〜

第
４
７
回
全
国
海
水
養
殖
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

令和６年度水産関係研究者連絡協議会研究発表会の開催

　当部では水産関係研究者（水産研究部研究員、漁

業公社職員、県振興局水産業普及指導員）の相互理

解と資質向上を図るため、昭和４５年から研究発表会を

行っています。今年度は令和７年１月３１日に大分県水

産会館において開催しました。今回の発表会には水産

関係研究者のほか、振興局や県庁の水産技術職員に

加え、農業分野の技術職員なども会場に参集し、その

他県の関係機関にはWebで同時配信しました。

　今回水産研究部から６課題、北部水産グループから４

課題、振興局水産業普及指導員から３課題の計１３課

題の研究発表を行いました。

　それぞれの課題に対して多くの質問や意見が寄せら

れ、活発な意見交換が行われました。

　当部では4～6月の出荷端境期(養殖ブリ出荷量減少期)の解

消に向けて、8月採卵ブリの種苗生産と現地試験を行っていま

す（タイムリー情報No1732（2024年8月8日 発信）参照）。これと

は別に昨年10月採卵ブリ種苗約1万3千尾を、1月16日に佐伯

市蒲江の養殖場へ試験出荷しました。

　8月採卵よりも2か月遅い10月に採卵したブリでも出荷端境期

に高品質なブリとなるか、養殖業者と共に調査していきます。

水産研究タイムリー情報

10月採卵ブリ種苗 現地養殖試験開始

未
来
の
養
殖
業
を
考
え
る

水　研　だ　よ　り

（5）

「農林水産研究タイムリー情報」へのリンク

https://www.pref.oita.jp/site/nourinsuisan/timelyjouhou2017-3.html
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漁
協
に
贈
ら
れ
た
容
器
は
、
天
皇
陛

下
が
イ
サ
キ
の
稚
魚
を
鶴
見
地
区

漁
業
副
運
営
委
員
長
の
神
﨑
隆
実

さ
ん
に
お
手
渡
し
さ
れ
た
。
水
産
会

館
４
階
の
県
漁
協
執
務
室
入
口
の
カ

ウ
ン
タ
ー
上
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

容
器
は
四
つ
あ
り
、
生
徒
が
式
典

補
助
員
等
を
務
め
た
大
分
西
高
と

別
府
市
竹
細
工
伝
統
産
業
会
館
に

（6）

県
漁
協
に
贈
呈
・
展
示

豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

「
お
手
渡
し
容
器

」

贈
ら
れ
た
。

こ
の
日
は
、
大
会
実
行

委
員
会
の
第
７
回
幹
事
会

も
開
催
さ
れ
、
実
績
報
告

書
に
よ
る
詳
細
な
説
明
が

あ
り
、
事
業
報
告
と
収
支

決
算
見
込
（案
）が
承
認

さ
れ
、
本
年
度
末
に
実
行

委
員
会
を
解
散
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

水産会館４階に展示された「お手渡し容器」

高田淳史室長㊧から贈呈を受ける中根組合長

第
４
３
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り

大
会
式
典
行
事
で
天
皇
皇
后
両
陛

下
が
稚
魚
等
の
お
手
渡
し
に
使
わ
れ

た
容
器
が
、
２
０
日
県
漁
協
に
贈
呈

さ
れ
た
。

容
器
は
、
本
県
の
伝
統
的
工
芸
品

で
あ
る
別
府
竹
細
工
の
「六
ツ
目
編

み
」等
の
技
法
を
用
い
て
別
府
竹
製

品
協
同
組
合
が
制
作
し
た
も
の
。
県

（令和７年２月８日 大分合同新聞朝刊 １８面「読者の声」より。この記事は広戸さんと大分合同新聞社の承諾を得て掲載しています。）

　大分合同新聞の「読者の声」に臼杵

の広戸とよ子さんの投稿が掲載され

ました。漁業の置かれた環境が厳しさ

を増すなか、広戸さんの言葉には本

当に励まされます。読まれた方も多

いと思いますが、ここに転載させてい

ただきました。広戸さんは豊の浜塾

の第２期生として活躍され、平成２５

年には指導漁業士に認定されまし

た。漁業人生には終止符とのことで

すが、今後のご健勝とご活躍をご祈

念いたします。

　ＪＦ全漁連と水産庁は２０日、

漁業所得の向上を図るため

全国で実施されている「浜の

活力再生プラン」の中で、他

の地域の範となる優良な取

組に対して表彰を行う「令和

６年度浜の活力再生プラン

優良事例表彰」の受賞者を決定した。本県の佐伯地区地域水産

業再生委員会上入津地区作業部会は、全国漁業協同組合連合

会会長賞に選ばれた。 評価された内容は以下の通り。

・総合水質計、ドローン等のＩＣＴ機器を活用した、赤潮調査実施

・ブリの魚価向上を図るため、手動〆機の整備、ブランド化推進

・クルマエビについて囲い網による馴致放流実施

・イサキ、クルマエビ等の体長制限による漁獲規制

・漁船の減速走行による消費燃料削減

　表彰式は３月１０日に農林水産省本館７階講堂で開催される。

上入津地区作業部会に全漁連会長賞

浜の活力再生プラン優良事例受賞者に決定

「めばる」に大日本水産会長賞

農山漁村女性活躍表彰受賞者に決定

  農山漁村男女共同参画推進協議会が主催、農林水産省

や全漁連などが後援する「令和６年度農山漁村女性活躍表

彰」大日本水産会長賞に本県の漁村女性グループめばる

（代表・小谷晃文）が選ばれた。１月２４日に発表された。

　この表彰は、農林水産業及び農山漁村の活性化、農林水

産業経営や政策・方針決定への女性の参画推進、次世代

リーダーとなりうる若手女性の農林水産業への参入などの優

れた活動を行っている個人や団体を表彰し、女性が農山漁

村でいきいきと活躍できる環境をつくり、農林水産業の発展に

寄与することを目的としている。

　「農山漁村女性の日」関連行事と

して、３月６日に表彰式が行われる。

浜プランについては 全漁連 ＨＰ からプレスリリースを参照

https://www.zengyoren.or.jp/

女性活躍表彰は MＹ ＦＡＲM ＨＰ からＮＥＷＳを参照

https://myfarm.co.jp/
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組
合
の
た
め
に
！

組
合
員
の
た
め
に
！

２月１日付け

　【本店】　総務部総務課課長補佐（同係長）松原幹弘、

　　　　　　信用事業部資金課係長（同主任）平川ともみ、

　　　　　　経済事業部販売課（武蔵・杵築）鮮・活魚担当係長（同主任）平石光一郎

　【中津支店】　総務課臨時（R6.10.28付新規採用）瀬口茉奈

　【宇佐支店】　業務課係長（同主任）永松佐恵子、板井和美、

　　　　　　　　　製氷・保管・冷販課係長（同主任）田中一彦

　【国見支店】　販売担当係長（同主任）寺川貴史

　【姫島支店】　総務係長（信用係長）須賀保代、信用係長（同主任）岩本久美子

　【くにさき支店】　購買・会計担当主任（同担当）吉本麻由子

　【武蔵支店】　購買・販売・指導担当係長（同主任）大島義明

　【別府支店】　総務担当主任（同担当）松本理恵、経理担当主任（同担当）平尾真理

　【佐賀関支店】　信用課主任（同担当）三浦聖子、販売課主任（同担当）計野郁夫、鉄工部主任（同担当）西川智史

　【津久見支店】　総務課係長（同主任）小野美紀

　【保戸島支店】　信用会計係長（同主任）中島久美、信用兼販売担当係長（同主任）島田陽子

　【鶴見支店】　信用課課長補佐（総務課課長補佐）安部　武、信用課主任（同担当）清家佳恵、販売課主任（同担当）平山　綾

　【米水津支店】　色宮営業店主任（同担当）石田昌也

　【下入津支店】　業務課係長（同主任）中濱勇樹、購買・共済係長（同主任）村松つぐみ、信用・購買係長（同主任）木許絵美、

　　　　　　　　  　 信用課係長（同主任）竹内智子、販売課臨時（R6.11.1付新規採用）久壽米木孝太

　【蒲江・名護屋支店】　支店長（支店長代理）甲斐昌彦、信用課係長（同主任）高羽峰子

　【米水津加工センター】　総務課臨時（R7.2.1付新規採用）森田愛虹

　【蒲江加工センター】　総務課臨時（R6.11.1付新規採用）井水美江子、早坂葉子

編

集

後

記

　２月１日付けで２９名の中堅職員に昇格・昇給辞令を

交付した。また、５名の臨時職員を採用した。辞 令 交 付

車えびフライ定食
姫島・姫乃家

皆さん、ご参加下さい！

こ
の
と
こ
ろ
、
対
面
で
の
会
議
が
当
た

り
前
に
な
っ
て
き
た
。
こ
ち
ら
に
お
世
話

に
な
っ
た
５
年
ほ
ど
前
か
ら
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
が

主
流
だ
っ
た
の
で
、
出
張
は
新
鮮
で
は
あ

る
が
度
重
な
る
と
辛
い
。

手
帳
を
見
る
と
２
月
は
東
京
３
回
、

神
戸
１
回
そ
し
て
県
内
４
回
で
あ
る
。

事
務
を
す
る
時
間
が
な
い
。

そ
ん
な
わ
け
で
、
目
途
が
た
っ
て
編
集

後
記
を
書
く
の
は
月
が
替
わ
っ
た
２
日

に
な
っ
た
。
予
定
し
て
い
て
掲
載
で
き
な

か
っ
た
記
事
は
来
月
に
回
そ
う
と
思
う

が
、
３
月
も
色
々
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

資
料
を
頂
き
な
が
ら
紙
面
に
載
ら
な

か
っ
た
方
に
は
お
詫
び
し
ま
す
。

  姫島、仕事のあとのお楽しみは、何と言っても地元の水産物。とりわけ特産

の車海老がいただければ最高。

　姫乃家の車えびフライ定食（１７００円）には大海老が２匹！さらにはヒジキも

たっぷりと添えられていて、大満足である。ついつい泡の出る飲み物が欲しく

なるが、ここはじっと我慢（笑）。

サカナをたべれば

幸福が見えてくる

ウオ
メシ

松原課長補佐、中根組合長、甲斐支店長、平川係長

皆さんのご活躍を祈念します！


